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《業 種 別 総 括 》 

                           29年 6月 

〔漁 業〕 

・ 6月の総水揚げは、漁獲量、漁獲金額ともに前年を上回った。漁獲量は、カレイ、タコ、底曳

き網漁が増加し、定置網、サケマス漁、昆布が減少した。漁獲金額は、カレイ、タコ漁が増加

し、定置網漁、昆布が減少した。定置網漁は漁獲量、金額ともに前年比大幅に減少したが、カ

レイ、タコ漁の豊漁が続き、漁獲量、金額ともに前年比大幅な増加となった。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 浦河・様似両町で特産の夏イチゴの選果場が本格稼動に入った。運営するひだか東農協は様似

町の旧Ａコープを選果場に改修し、220㌧、3億7,600万円を目標にしている。 

・ みついし農協と三石軽種馬生産振興会主催の｢第61回三石軽種馬1歳馬育成管理品評会｣が12日

行われ、牡の部最優秀賞に｢かんぞう｣(平野牧場生産)、牝の部同に｢プラチナハートの2016｣(土

田農場生産)が選ばれた。平野牧場は2年連続で牡の部最優秀賞を受賞した。 

〔建設業〕 

･ 町発注工事（新ひだか～広尾地区）の月中発注額は1,052百万円で前年を215百万円下回った。 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負

金額)は6,895百万円で前年を4,862百万円上回った。 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は、18件で前年を1件下回った。 

〔卸・小売業・飲食業〕 

・ 全国の食品流通業界のバイヤーに地域の特産品を生かした道内加工商品を展示･ＰＲする第33

回｢北海道産品取引商談会･札幌会場｣が6,7日、ロイトン札幌で開かれ日高管内からも9事業者

が新商品や一押し商品をアピールした。 

・ 日高の食材にこだわったスープカレー専門店が新ひだか町に開店した。札幌の人気店で修行し

た本格的な味に、早速リピーターが増えている。静内吉野町の｢SPICE TIGER(スパイスタイガ

ー)｣。店主の富岡大貴さんは、全国120店のカレーを食べ歩き、札幌の人気スープカレー店で3

年間修行し、今年3月にＵターンした。 

〔観光・その他〕 

･ 様似町は、来年10月上中旬に北海道ブロック(ジオパーク5地域)で開催が決定している第9回日 

本ジオパーク全国大会に、ユネスコ世界認定のアポイ岳ジオパークがある同町での開催を固め 

た。町は１千人規模の参加で観光振興にもつなげたいとしている。 

〔雇 用〕 

・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は前年に比べ、浦河地区、全道ともに前年を上回った。 

〔総 括〕 

・ 漁業は、前年比で漁獲量、漁獲額ともに前年を上回った。定置網漁は大幅に減少し不漁となっ

ているが、カレイ、タコ漁が増加した。軽種馬生産業は、牧草の刈入れ、7月開催のセールの

準備に追われている。建設業の月中請負金額（北海道建設業信用保証㈱の保証金額）は前年を

48億円上回っている。スーパー、コンビニは運動会等で売上をやや伸ばしたが、一般小売店は

低迷が続き売上の減少が続いている。地区内景況は建設業の町発注工事が前月比増加するも、

漁業は前月比横ばいとなっており、個人消費は夏を前に上昇気配となっているが、第一次産業

の不調も影響し、横ばいの景況となっている。 
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〔沿岸漁業〕カレイ、タコ、ツブ、ホッキ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き、定置、サケマス漁等。 

 総漁獲量 2,415ｔ・金額896百万円（前年同月比151ｔ増・69百万円増) 

   

 

   

 

 

  

   

 

 

   

   

   

 

カレイ漁…………… 

 

322ｔ ・   61百万円 

 

( 同    154ｔ増  ・  23百万円増 ) 

タコ漁……………… 326ｔ ・  203百万円 ( 同      73ｔ増  ・  81百万円増 ) 

ツブ漁……………… 343ｔ ・  115百万円 ( 同      29ｔ増  ・   9百万円減 ) 

ホッキ漁…………… 26ｔ ・    8百万円 (  同       4ｔ増 ・  1百万円増 ) 

定置網漁…………… 761ｔ ・  160百万円 ( 同     230ｔ減  ・  29百万円減 ) 

底曳き網漁………… 56ｔ ・   4百万円 ( 同     55ｔ増  ・   4百万円増 ) 

ナマコ漁…………… 18ｔ ・ 61百万円 (  同       3ｔ増 ・  1百万円増 ) 

ウニ漁……………… 

サケマス流網漁…… 

昆布………………… 

20ｔ ・  29百万円  

56ｔ  ･   35百万円 

107ｔ ・  121百万円 

(  同      2ｔ増 ・ 12百万円増 ) 

( 同     26ｔ減 ・   8百万円減 ) 

( 同    26ｔ減  ・  18百万円減 ) 

その他……………… 380ｔ ･   99百万円 ( 同    113ｔ増  ・  11百万円増 )  

   

・ 6月の総水揚は、漁獲量は前年を151t上回り、漁獲金額も前年を69百万円上回った。漁獲量は、

カレイ、タコ、ツブ、底曳き網漁が増加。定置網、サケマス漁、昆布が減少した。漁獲金額

は、カレイ、タコ、ウニ漁が増加。定置網、サケマス、ツブ漁、昆布が減少した。定置網漁

は漁獲量、漁獲金額ともに前年を大きく下回ったが、カレイ、タコ漁の豊漁が続き、漁獲量、

漁獲金額ともに前年を大きく上回った。 

・ 浦河町で採りコンブ漁が始まった。昨年夏の台風で町内東部海岸線のコンブ干場が大きな被

害を受け日高中央漁協は被害地区のコンブ干場の一部を移転し、町内築地海岸地区に移転し

た。26日に管内トップを切って白泉地区で漁が始まり、新しいコンブ干場の利用を開始した。 

・ 広尾漁協のエゾバイツブ漁が始まった。初水揚げは1.6㌧で、昨年より600㌔ほど多かった。

同漁協エゾバイツブ篭漁業部会は資源の維持管理、増養殖に取り組んでおり、ここ数年は毎 

年安定的な水揚を実現している。価格は１㌔当たり平均900円と昨年より低かった。漁期は9 

月までで、道内や関東などに出荷される。 

 （対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ ホッカイドウ競馬で8日開催の11レース｢北海道スプリントカップ｣で、門別競馬場の1レース

の馬券販売額の最高記録を更新した。発売額は2億8,526万円。2010年8月に記録した最高額を

1千万円上回った。 

・ 軽種馬の育成管理技術の向上を目指す第61回三石軽種馬育成管理品評会が12日、三石地区の

各牧場で行われた。三石軽種馬生産振興会の会員ら約60人が21牧場を巡回。ノミネートされ

た1歳馬23頭の毛並みや馬体、歩き方などを念入りに審査した。最優秀賞は牡の部「かんぞう」

(平野牧場生産)、牝の部「プラチナハートの2016」(土田農場生産)となった。 

〔畜産業〕 

・ 黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数145頭（前年122頭）金額14,831万円（同13,513万円)。  

価格は、子牛が83万円(前年89万円)、肥育牛は124万円(同131万円)。えりも地区は10 

ヶ月素牛が出荷頭数30頭(前年43頭）金額は2,250万円（同3,414万円）。価格は牡が75 

万円(同82万円)、 牝は75万円(同74万円)。国内産牛の出荷頭数の減少により高値での取 

引が続いている。 

〔花き栽培〕  

・6月の花き出荷実績は、775千本、金額75,187千円（前年865千本、81,797千円)。 

 

 

 

 

〔公共工事〕 

・町発注工事（新ひだか～広尾地区）は、件数58件、金額1,052百万円（前年58件、1,267 

百万円）工事発注状況をみると、前年同月比で件数は同数、金額は215百万円下回った。 

・日高管内の国・道・町発注公共工事の月中請負金額は、6,895百万円(北海道建設業信用保証㈱の保 

証請負金額)。前年同月比4,862百万円増加した。 

 

〔土木・建設業〕 

・全国安全週間(7月1日～7日)を前に、日高建設協会(池田尚登会長)と建災防浦河分会主催 

の建設業の労働災害防止講習会が26日、浦河町の日高地域人材開発センターで開かれ、浦 

河労働基準監督署による労災防止対策の講習で知識を深めた。 

・道内各地で相次ぐ屋外看板の落下事故を受け、日高振興局などによる緊急の屋外広告物安全 

対策パトロールが5月30日、新ひだか町静内地区の繁華街で実施され、10件が｢明らかに危 

険｣と判断された。｢明らかに危険で早急な処置が必要｣な看板を10件、｢早急な点検が必要｣ 

なものも6件確認した。大半が飲食店の看板で、老朽化が原因。特に、既に廃業した店舗の 

看板に問題が目立っていた。 

〔建築確認申請〕 

・6月中受付建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は 18件で、前年同月比 1件減少 

した。 
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〔木 材〕 

・ チップ材の出荷状況(広尾地区）は、数量が863ｔ（前年747ｔ）で前年比15.5％の増加。 

出荷金額は15,437千円（同12,774千円）で同比20.8%の増加となった。 

 

〔製 材〕 

・ 建材、プレカット材等は町内外の建築業者からの受注落着き、前年並みで推移。 

 

 

 

  

〔卸売業〕 

・野菜類は、低温の影響から出荷数が減少、前年比やや高値で推移。静内地区のミニトマト、新

冠地区のピーマンは順調、価格は前年並みで出荷されている。また、浦河・様似産のイチゴも

低温の影響で出荷量がやや減少した。果物類は、出荷数減少からやや高値で推移した。 

〔小売業・飲食業〕 

・新ひだか町で町内などの飲食店の看板メニューや特別メニューを味わってもらう、恒例の｢新 

 ひだかうまいもの市｣が25日開かれた。13の飲食店・団体が出店。町内産の牛肉やミニトマト 

 など地元の食材を使ったメニューが提供され、約2,600人が来場した。 

・新ひだか町三石地域マリンビジョン協議会は、三石漁港で水揚される魚介類を取り扱っている 

店舗などを紹介する｢みついしおさかなマップ｣を全面改訂して発行した。今回は町外から来る 

観光客向けに製作した。旬の魚介類、ブランド化に取り組んでいる｢船上活〆三石ぶり｣、日高 

ブランド鮭｢銀聖｣、高級カレイ｢王鰈(マツカワ)｣などを紹介している。 

〔観光・その他〕 

・日高振興局は、平成28年度の日高管内観光客の入込客数をまとめた。管内7町の合計は前年度比 

5万900人減(3%減)の165万2,300人。道外客、宿泊客が年間で増加したものの、全体では夏の大 

雨や台風の影響で8月以降2月まで毎月前年割れが続いた。町別入込は、新冠町35万1,800人、新 

ひだか町31万3,400人、浦河町13万4,600人、様似町が11万1,700人、えりも町16万9,800人。 

・道は、平成28年度の北海道体験移住｢ちょっと暮らし｣の実績を発表した。全体の利用者、延べ 

 滞在日数とも過去最高で、両区分で釧路市がトップ。全体では浦河町が滞在日数で2位、利用者 

数で4位。新ひだか町が滞在日数3位、利用者数10位。日高町が滞在日数7位と、管内3町が道内 

市町村でベスト10入りし健闘している。浦河町の利用者は190人、滞在日数は5,333日。新ひだ 

か町の利用者は60人、滞在日数は3,167日。日高町の滞在日数は2,103日となっている。 

・日高管内7町の住民基本台帳に基づく3月末現在の管内人口は、前年同期の6万9,188人から1,082 

 人減の6万8,106人で、7町の人口は前年同期から全町で減少している。 

 

 

  

  

 

町   名 計 男 女 世帯数 町   名 計 男 女 世帯数 

日高町 12,205  6,069  6,109  6,236  浦河町 12,680  6,211  6,469  6,731  

平取町 5,194  2,526  2,668  2,582  様似町 4,493  2,134  2,359  2,236  

新冠町 5,640  2,751  2,889  2,749  えりも町 4,842  2,431  2,411  2,140  

新ひだか町 23,052  11,155  11,897  11,671  合   計 68,106  33,277  34,802  34,345  
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〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内（新 冠 町 ～ え り も 町）の倒産は、0件（前年同月0件）。 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、1件（前年同月4件）。 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は23件(前年同月22件)、負債総額は38億5千万円(同17億4千万円)、倒産件

数は前月比6件減少、前年比で1件増加となった。            （東京商工リサーチ） 

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は706件(前年同月763件)、負債総額は15,883億円（同1,082億円）。 

倒産件数は前月比96件減少、前年比で57件減少となった。 

〔雇 用〕 

・ 6月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.79倍で前年比0.46ポイント、前月比0.15ポイントそ

れぞれ増加した。有効求人数は1,188人で前年比195人増加、前月比5人の減少となった。有

効求職者数は665人で前年比82人減少、前月比64人の減少となった。全道の月間有効求人倍

率は1.04倍で前年比0.05ポイント増加、前月比0.03ポイント増加した。 

 
 
 
 
 
管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

  
 
  6／18 第22回 ユニコーンステークス                  （ＧⅢ） 
       サンライズノヴァ 号         (日高町 ヤナガワ牧場 殿生産） 
  
  6／24 第19回 東京ジャンプステークス                 （Ｊ・ＧⅢ） 
       シンキングダンサー 号      （新ひだか町 岡田スタッド 殿生産） 
  
    門別競馬場で開催中のホッカイドウ競馬オグランシャリオナイターで8日、統一ＧⅢの｢第
21回北海道スプリントカップ」が行われ、ＪＲＡ騎手の参戦に観覧スタンドは1,219人の入
場者で熱気に包まれた。この日のスプリントカップの発売金額は2億8,526万円で、門別競馬
場における1競走の発売レコードを更新した。 

 
 
日高王国推進協議会「民泊事業」 
   

大阪など本州方面からの高校修学旅行生を受け入れている日高王国推進協議会（会長・池
田拓浦河町長）の農林漁業の生活を体験する民泊事業「日高王国」が、27日の早稲田摂陵高
（大阪府）を皮切りに10月まで3校350人を受け入れる。都会から来た高校生を一次産業を営
む民家が受け入れ、大自然や地域の人たちとふれあいながら農業や業業を体験する事業で、
浦河、様似、えりも3町の町、農林水産・観光の主要団体で協議会を構成している。 
 
町民参加型芸術文化祭「うらフェス」開催 
 
  浦河町中心街で3，4日の両日、町民参加型の芸術文化フェスティバル「うらフェス」が開
催された。3日は大通２の映画館・大黒座で「うらフェス映画祭」、メーンの4日は浜町通り
が歩行者天国になり、総合文化会館を会場に音楽祭が開かれた。札幌国際芸術祭2017連携事
業で、浜町通りや総合文化会館、映画館などを会場に、町民主体でにぎわいづくりを再現す
るイベント。プロのミュージシャンなど多彩なメンバーが集まって実行委をつくり、中心街
を盛り上げた。 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 
 



 

６ 

 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成29年6月現在)                 (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,222 -115 -6 2,616 -8 -3 

日 高 町 12,253 -235 -10 6,291 -70 -10 

新 冠 町 5,633 -53 -14 2,747 10 -6 

新 ひ だ か 町 23,162 -400 16 11,787 -127 21 

浦 河 町 12,696 -124 -5 6,783 5 -5 

様 似 町 4,455 -126 -11 2,234 -22 -4 

え り も 町 4,857 -109 -1 2,148 -27 -5 

日高地区合計 68,278 -1,162 -31 34,606 -239 -12 

広 尾 町 7,057 -149 -21 3,419 -43 -10 

大 樹 町 5,706 -53 11 2,708 22 17 

日高･十勝地区合計 81,041 -1,364 -41 40,733 -260 -5 

札 幌 市 1,962,630 5,180 566 942,331 10,795 783 

江 別 市 118,947 -288 -109 56,329 458 -25 

石 狩 市 58,715 -295 -24 27,449 146 1 

北 広 島 市 58,903 -265 3 27,248 208 11 

恵 庭 市 69,379 335 -12 32,597 512 -16 

千 歳 市 96,379 296 -204 48,281 544 -226 

石狩地区合計 2,364,953 4,963 220 1,134,235 12,663 528 

苫 小 牧 市 172,652 -616 -18 87,778 497 47 

厚 真 町 4,657 -22 13 2,148 13 8 

む か わ 町 8,495 -187 -12 4,358 -45 -1 

胆振地区合計 185,804 -825 -17 94,284 465 54 

営業区域合計 2,631,798 2,774 162 1,269,252 12,868 577 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(平成29年6月) 

 （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月 前  月 

月 間 有 効 求 人 数 1,188 90,150 993 88,592 1,193 90,673 

月間有効求職者数 665 86,450 747 89,142 729 89,449 

月間有効求人倍率 1.79 1.04 1.33 0.99 1.64 1.01 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

 

 

３ 建築確認申請(平成29年6月) 

 （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 18 -1 7 

(新ひだか町～広尾町) 29/4～29/6 累計 41 4  

(資料出所:各市町村) 

  



 

７ 

 

 

 

４ 企業倒産状況(平成29年6月)  
                                      （単位：件、千万円） 

 件 数 金 額 
前年同月比(件
数 ) 

前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 14 -3 -11 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 23 385 1 211   
全   国 706 158,834 -57 148,011   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成29年6月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

133,781 4.80 -0.24 47,752 0.55 -0.68 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 29年6月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 236 -2.07 -27.16 

交換金額 293 6.16 -13.06 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

   

6月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 13.2 158.5 195.0 0.1 179.50 133.93 

広   尾 11.6 214.5 138.5 -0.6 151.91 109.31 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(平成29年6月) 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 98,704 -1.3 46,303 4.4 145,007 0.4 

新ひだか町三石 17,693 -0.3 11,326 1.4 29,019 0.4 

浦 河 町 60,742 -0.7 26,379 -0.3 87,121 -0.6 

様 似 町 23,019 -1.8 11,013 -5.2 34,032 -2.9 

え り も 町 25,079 -3.6 10,392 -5.8 35,471 -4.3 

広 尾 町 32,184 0.7 13,617 2.1 45,801 1.1 

＊ 広尾町は29年5月分                              (資料出所：各町) 

 



 

８ 

 

 

日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産業、商工業 

など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、林業分野の取組について紹介します。 

 

 

    

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募・お問い合わせ 日高振興局林務課 ０１４６－２２－９３１３ 

日高振興局からのお知らせ 

「林野火災予防に関する作品」を 
募集しています。 

北海道では、林野火災の予防啓発を広く行

うために、小学生児童から林野火災予防をテ

ーマにした標語・ポスター原画を募集してい

ます。 

この取り組みを通じて、子供達に森林の重

要性を認識してもらうとともに、応募してい

ただいた作品を利用して林野火災の予防啓発

を広く実施することにしています。 

なお、作品の応募者には参加賞を贈呈する

ほか、管内の第一次審査選出者と、全道の第

二次審査入賞者には記念品などが贈呈されま

す。     

昨年度は標語が管内で１２１点（全道：１，

１１５点）、ポスターは全道で６９９点の応

募がありました。 

【応募期限：平成２９年９月８日（金）】 

平成28年度標語・ポスター最優秀賞作品 

浦臼町立浦臼小学校   ６年 庄 野 優 月 
置戸町立置戸小学校   ６年 北 村 菜 絵  
 

標  語 

優  秀  浦臼町立浦臼小学校 

５年  澤 田 楓 茉 

こえかけて みんなでなくそう 林野火災 

 

優  秀  平取町立平取小学校 

２年  松 本 璃 子 

まもろうよ しぜんのめぐみを 火さいから 

平成２８年度の入賞者 

優秀 根室市立成央小学校 

１年 岡村 ひより 
優秀 当麻町立当麻小学校 

６年 新野 ひなた 



 

９ 

 

 

※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成30年3月30日(金）まで 
◎ 寄 付 先  ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 
◎ 手 数 料  ： 無  料 
◎ 受 取 書  ： 受取書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 
   
 

※ ひだかしんきん「住宅ローン」キャンペーン中！  
●取扱期間 平成29年4月3日（月）～平成30年3月30日（金） 

住宅ローン受付金利のご案内（基準金利は平成29年4月3日現在） 
固定金利特約期間 基準金利 優遇金利 当金庫とお取引のある建設業者

のご利用または不動産業者から
のご紹介の場合、左記の優遇金
利より▲年0.10％ 

特約期間 3 年 年3.10％ 年0.70％ 
特約期間 5 年 年3.60％ 年0.90％ 

特約期間 10 年 年4.40％ 年1.20％ 

※ 上記お取引金利には、団体信用生命保険（一般・3大疾病保障付）の保険料が含まれています。 
※ 固定金利特約期間終了後も基準金利より年▲1.50％、ただし変動金利を選択された場合は適用されません。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきん「無担保住宅ローン」キャンペーン中！ 
●取扱期間 平成29年4月3日（月）～平成30年3月30日（金） 

無担保住宅ローン受付金利のご案内（基準金利は平成29年4月3日現在） 
商品名 基準金利(変動金利) 引下げ金利 優遇金利（保証料込） 
無担保住宅ローン（団体信用生命保険付） 3.68％ ▲1.55％ 2.13％ 
無担保住宅ローン（団体信用生命保険無） 3.28％ ▲1.55％ 1.73％ 

※ 保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料は上記のお取引金利に含まれています。 
※ 団体信用生命保険付のお取引金利には、保険料が含まれています。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきん「リフォームローン」キャンペーン中！ 
●取扱期間 平成29年4月3日（月）～平成30年3月30日（金） 

変動金利型  基準金利3. 80％（基準金利は平成29年4月3日現在）→優遇金利2.00％ 

優遇条件に該当で基準金利より年1.80％優遇 
※ 別途、保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料が必要となります。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきんフリーローン『アクア』新登場！ 

●取扱開始 平成２９年２月１日（水） 
お使いみち 自由（但し、事業性資金を除く） 

ご融資金額 １０万円以上８００万円以内 ※専業主婦の方は５０万円以内 

ご融資期間 ６ヵ月以上１０年以内（１ヵ月単位） 

ご融資利率 年3.5％、年5.5％、年7.5％、年9.5％、年11.5％、年13.5％のいずれか 

連帯保証人 原則不要です ※オリックス・クレジットの保証が受けられる方 

※ 詳しくは、窓口または担当の営業係りにおたずねください。 
※ 審査の結果、ご希望に添えないこともございます。予めご了承ください。 
※ パソコン・スマートフォンからも２４時間受け付けております。 
 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日9：00～19：00  

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

  

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2 

電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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